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1 安全にご利用頂くため、ご使用の

前には必ずお読みください

　本機シリーズは SASI または SCSI インターフェイスへの接続を意
図しています。SASI または SCSI 以外のインターフェイスへは接続
しないで下さい。電圧の相違などにより本機だけではなく、インタ
ーフェイスおよびパソコンの故障の原因となる恐れがあります。
　本機を絶対に分解しないで下さい。故障だけでなく、感電やお怪
我の原因となります。
　コネクターを接続する際には、髪の毛の巻き込みや指の挟み込み
に充分ご注意下さい。
　本機を決して口にしないで下さい。食べることはできません。万
が一、本機を食べてしまった場合には、速やかに医師にご相談くだ
さい。
　小さいお子様の手の届かない所でご使用ください。小さいお子様
の側でご使用の際には、コネクターなどでお怪我をされないよう充
分にご注意下さい。
　水没・高温・結露には充分ご注意ください。故障や本機の寿命を
縮める原因となります。末永くご使用なさるため、なるべく涼しい
ところでご使用ください。
　本機から発火・発煙・異臭がする場合には、本機の使用を即刻中
止してください。
　クラシックパソコンでご使用頂くという性質上、本機使用時のパ
ソコン本体の故障については責任を負わないという事にさせて頂い
ております。本機をパソコンに接続したらパソコンが故障したとい
う場合には、そのタイミングで他が故障している事が考えられます
ので、当委員会の掲示板で一緒に解決をめざしましょう。
　本機の接続・着脱の際にはコネクタの先をしっかりと持って優し
くお取り扱い下さい。ケーブルは絶対に引っ張らないで下さい。足
を引っかけてケーブルをひっこぬいてしまいそうな場所でのご使用
はなるべくおやめください。本機は腫れ物にさわるかのようにご使
用頂くのがベストです。

ご注意！

大事なクラシックパソコンを現役として

２ 動作しない場合

解決！

３ 現在テスト済み機種

詳しくはホームページをご覧下さい

インターフェイスは 3.5 インチ SASI/SCSI 用インターフェイスです。
　本機が接続可能なインターフェイスは、3.5 インチ SASI SCSIHDD(50 ピン )DIP インターフェイスです。内蔵用HDDの代替品として設計されており
ます。40ピンの 2.5 インチHDDとはコネクターの互換性がございませんが、信号は同じですので、ピンアサインと電源ラインさえ工夫して頂くこと
ができれば使用可能です。

変換器について

インターフェイスの接続に関して

　本機はできるだけ多くのクラシックパソコンとそのインターフェ
イス、拡張ボードで動作確認が出来るよう努力をしていますが、残
念ながら全ての機種でテストを行えておりません。そのため中には
動かない機種があると思います。できる限りデータを集めて完全対
応を目指しておりますので、動かない機種があった場合にはご連絡
ください。また変換機が動作しない機種を募集しております。動作
しないインターフェイスやパソコンと変換器を、クラシックＰＣ救
済委員会まで送って頂けましたら大事に大事に取り扱わせていただ
き、開発完了後には動作対応済みの変換器と本体をユーザー様にご
返送いたします。是非是非、よろしくお願いいたします。
　動作確認機種あるいは、その機種に非常に近いにも関わらず動作
しない場合には初期不良の可能性が考えられます。厳密な動作チェ
ック後に出荷をしておりますが、万が一初期不良の場合には、お手
数をお掛けいたしますが、「動かない」旨と、ユーザー様のお名前・
ご住所・お電話番号を記載した紙を同封していただき、変換器を当
方まで着払いでお送り下さい。送付先は下記にございます。

本機は 2.5 インチ HDD SSD 規格と同じ大きさです。
　本機は 2.5 インチHDDや SSD と同じ大きさで設計しておりますので。3.5 インチのHDDの代替品としてお使いの場合には、別途、2.5 インチ→3.5
インチ変換金具をご用意下さい。金具への取り付けの際には、金具の金属の部分が本機基板に直接触れないようにご注意ください。取り付けの際には
お使いになる筐体の寸法などをご確認の上、ホームセンターなどで 3mm程のネジやボルト、スペーサーをお探しください。ボルトやネジの頭の径に
よっては CFカードの抜き差しがしにくくなる場合がありますのでご注意下さい。

変換機の大きさと内蔵方法に関して

電源コネクターは FDD 用 4 ピンコネクタです。
　本機の駆動には外部電源が必要となります。電源コネクターは FDDの小ペリフェラル 4ピンです。
　本機では右端の 5Vピン、真ん中 2ピンの GNDを使用しています。右図参照→
　電源ケーブルなどの自作時に電源ラインをお間違いになられますと、番長といえど即死いたしますので
慎重に接続ください。また本機では使用しませんが左端は 12V線となります。この 12Vを 5Vへ供給いた
しますと、基板裏コネクタあたりにある４つのドライバー IC が猛烈に発熱し、LEDが一瞬とてつもない輝
きを放ち、そして死にます。ケーブル作成時にはテスターなどで何度も確認し、慎重に接続してください。

電源コネクタとアクセスランプ信号取り出し用ランドに関して

5VGND

アクセスランプ信号取り出し用ランド

　右図左上に見える「LED5V」と書かれている文字の下の、2つの穴ぼこ、がアクセスランプ信号取り出し用
のランドです。CFへリードライトアクセスがあると、このランドから 5Vの電気が出てきます。右側「＋」
と書かれている方がプラス、左側がマイナスです。本体のアクセスランプを光らせたい場合にご使用頂けます。アクセスランプはご使用の機種や、HD
Dケースごとに仕様が異なっておりますので、基本的にユーザー様お任せという感じで、穴だけほじらせて頂きました。生 LEDを光らせたい場合には、
電圧を 2V-3V 程度に落とす必要がありますので、分圧用の抵抗を入れる必要があります。出力アンペアは 300mAまでとなっておりますので、モータ
ーなど大電流を要したり逆電流が流れるものや、電球のように大きな突入電流を要するものは、そのままお繋ぎいただけません。

メモリーモードで通信しておりますので、相性問題は発生しにくくなっています。
　海外製の変換機は、2000 年頃によく見られました安価な IDE HDD を SCSI HDD として使用するための変換チップを使用し、コンパクトフラッシュ
SCSI 変換を実現しております。コンパクトフラッシュにはオプションで ATAモードがあり、それを利用した変換機なのですが、変換チップが IDE HD
D 専用に作り込まれていますため、どうしても相性問題がつきまとうものでした。当委員会製の変換機は、コンパクトフラッシュをUSB リーダーやデ
ジカメと同じ、メモリーカードとしての本来の通信を利用しておりますので、相性問題は発生しにくくなっております。そのため、コンパクトフラッ
シュカードまたはその互換品でしたら、幅広くお使い頂けます。

使用可能なコンパクトフラッシュカードに関して

SASI 機能 (DIPSW1-1:ON)
DIPSW1の 1を ONにして頂くことで、SASI モ
ードでお使い頂けます。SASI モードは、1ID に
つき LUN2 台となります。

本機の機能スイッチ（DIPSW1）に関して
256 バイト機能 (DIPSW1-2:ON)
DIPSW1の 2を ONにして頂くことで、物理 1
セクターを 256 バイトでお使い頂けます。

PC-98 番長モード (DIPSW1-3:ON)
DIPSW1の 3を ONにして頂くことで容量制
限を 1GB 以上にした場合でも、先頭 IDの容量
を 500MBに固定します。

容量制限モード機能 (DIPSW1-[4-6])
DIPSW1の 4から 6までの組み合わせで使用容量を制限することが可能です。分割した際には、全
ての IDへ制限容量が割り当てられます。

SW1-4 SW1-5 SW1-6 制限容量 SW1-4 SW1-5 SW1-6 制限容量
OFF OFF OFF なし
OFF OFF 20MB
OFF ON 40MB

ON
OFF

OFF ON 128MBON

ON OFF OFF 500MB
ON OFF 1GB
ON ON 2GB

ON
OFF

ON ON 4GBON
DIPSW1 DIPSW2

※DIPSW1の 7と 8は ONでお使い下さい

本機の ID選択スイッチ（DIPSW2）に関して
ID 分割選択スイッチ (DIPSW2） 
　本機の ID選択スイッチ（DIPSW2）は、対応する IDへ変換機を割り当てて容量を分割します。DIPSW2の１から 8までが、ID0 から ID7 に対応し
ています。例えば DIPSW2の 1と 2を ONにした場合には、変換機へ ID0 と ID1 を割り当て、容量は 2分割します。DIPSW2の１と２と３と４を
ONにした場合には、変換機へ ID0 と ID1 と ID3 と ID4 を割り当て、容量は 4分割します。ただし容量制限を設定している場合には、制限した容量を
割り当てます。また、4GB の CF を使用し、容量制限を 2GB に設定し、ID選択スイッチを 2つ以上ONにすると、容量が CFの容量を超えてしまうた
め、エラーとなりますのでご注意ください。例 )4GB の CF で容量制限 2GB 設定、ID 選択スイッチを 3つ ONにすると、2GBx3ID=6GB となりエラー
となります。また、ID選択スイッチを全てONまたは全てOFF の場合には、ID0 のみ ONの状態と同じになります。下の表をご覧下さい。

SASI モードを選択している場合
　SASI も SCSI 同様に ID の選択が可能です。ID1 つに対して LUN( ロジカルユニットナンバー ) を 0と 1に割り当てられますので、実質 2台分の割り
当てとなります。例えば、DIPSW1で容量制限を 40MBに設定し、SASI モードを設定して、DIPSW2の 1を ONにすると、
ID0 LUN:0=40MB ID0 LUN1=40MB 合計 80MBの割り当てとなります。LUNの数は変更できません。

1 2 3 4 5 6 7 8

ON OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF1.

ON ON ON ON OFF OFF OFF OFF2.

ON ON ON ON OFF OFF OFF OFF3.

CF カードの全量を ID0 に割り当てますその他の設定無し

その他の設定無し CFカードの容量を 4分割し ID0 ID1 ID2 ID3 へ割り当てます

容量制限 1GB 1GB を ID0 ID1 ID2 ID3 へ割り当てます。※但し CF容量が 4GB 以下の場合はエラー

ON ON ON ON OFF OFF OFF OFF4. 制限 1GB + 番長 500MBを ID0。1GB を ID1 ID2 ID3 へ割り当てます。

ON OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF5. 40MBを ID0:0 ID0:1 へ割り当てます。( 合計 80MB)制限 40MB + SASI

ON ON ON ON ON OFF OFF OFF6. 40MBを ID0 から 4:0 ID0 から 4:1 へ割り当てます。( 合計 400MB)制限 40MB + SASI

DIPSW1での設定 機能

　※全てがONまたはOFF の場合には上記 1. と同様の設定になります。




